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 『
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
社
会

資
本

整
備

重
点

計
画
』
の
重

点
目

標
設
定
の
考
え
方

 

 （
１
）
世

界
最

強
・
最

先
端
の
も
の
づ
く
り
産
業
・技

術
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
・中

部
ブ
ロ
ッ
ク

 
• 

も
の
づ
く
り
の

人
材

力
、
技

術
力

、
集

積
力

で
新
た
な
価

値
を
創
出
し
、
世
界

を
相
手
に
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
有

す
る
中

部
 

• 
一
大
産
業
拠

点
を
形

成
し
シ
ー
ム
レ
ス
な
国
際
物

流
環
境

を
有

す
る
中
部

 
• 

人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情

報
が

集
ま
り
対

流
す
る
拠
点
と
な
る
中

部
 

（
２
）
リ
ニ
ア
効

果
を
最
大
化
、
活
力
あ
る
都
市
と
地

方
の

連
携
・
融
合

、
対

流
促

進
・中

部
ブ
ロ
ッ
ク

 
• 

名
古
屋
と
周
辺

圏
域

・
地

域
が

重
層

的
に
対
流

を
促
進
し
、
活

力
が
あ
る
中

部
 

• 
リ
ニ
ア
の
高
速

性
と
高

速
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

充
で
国
内

外
と
の

観
光
交

流
、
連
携

が
活
発

な
中

部
 

• 
コ
ン
パ
ク
ト
で
地

域
間

連
携

が
し
や

す
く
快

適
に
暮

ら
す
こ
と
が
出

来
る
中
部

 

（
３
）
い
か
な
る
災

害
に
も
し
な
や
か
で
強
く
、
環
境

と
共

生
し
た
強
靱

な
中

部
ブ
ロ
ッ
ク

 
• 

大
規
模
地
震

、
気

象
災

害
に
対

し
、
し
な
や
か

で
強
い
国
土

基
盤
の

中
部

 
• 

適
切
な
管
理
の

行
き
届

い
た
国

土
基

盤
の
中
部

 

 

戦
略

 

１
．
世
界
最
強
・
最
先

端
の

も
の

づ
く
り
の
進
化

 

２
．
ス
ー
パ
ー
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
の

セ
ン
タ
ー
と
し
て

 

我
が
国
の
成

長
を
牽

引
 

３
．
地
域
の
個
性
と
対

流
に
よ
る
地

方
創

生
 

４
．
安
全
・
安
心
で
環

境
と
共

生
し
た
地

域
づ
く
り

 

５
．
人

材
育
成
と
共

助
社

会
形

成
 

重
点
目
標

 

１
．
世
界
最
強
・
最
先
端
の

も
の

づ
く
り
圏

域
・
ス
ー
パ

ー
メ
ガ

 

リ
ー
ジ
ョ
ン
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
我

が
国

を
牽

引
 

２
．
社
会
資
本
整
備
の

戦
略

的
な
維

持
・
更

新
 

３
．
災
害
特
性
と
地
域
の

脆
弱

性
に
応

じ
た
災

害
リ
ス
ク
の

低
減

 

４
．
地
域
の
個
性
と
対
流

に
よ
る
地

方
創

生
と
魅

力
向

上
 

５
．
豊
か
な
自
然
と
の
共
生

と
環

境
の

維
持

・
保

全
 

中
部

圏
（
中

部
ブ

ロ
ッ

ク
）
の

目
指

す
べ

き
将

来
像

（
広

域
・
社

重
共

通
）
 

広
域
地
方
計

画
の
視
点
で
戦
略
を
立
案

 
目
指
す
べ
き
将
来

像
を
実
現
す
る
社
会
資
本
整
備

の
視
点
で
重
点
目
標
を
立
案
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中部圏広域地方計画の戦略・具体的方策と中部ブロックに
おける社会資本整備重点計画の重点目標(素案)の関係

中部圏広域地方計画

[第３章 実現に向けた具体的方策]

中部ブロックにおける社会資本整備重点計画

[第３章 中部ブロックにおける社会資本整備の重点目標］とプロジェクト
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重
点
目
標
１
の
９
つ
の
地
域

割
り

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

❶
名
古
屋

都
市
圏
一
帯
を
取
り
巻
く
地
域
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
❷

東
海
と
北
陸
を
結
ぶ
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
❸

南
信
か

ら
三
遠
を
結
ぶ
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
❹

駿
河
湾

沿
岸
か
ら
長
野
県
東
部
を
結
ぶ
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
❺

東
海
と
近
畿
を
結
ぶ
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

❻
富
士
山
麓
と
伊
豆
半

島
、
丹
沢
周
辺
を
結
ぶ
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
❼
伊
勢
と
紀
伊
半
島
中

南
部
を
結
ぶ
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
❽
長
野
と
飛
騨
・
奥
美
濃
、
北
陸
沿
岸
を
結
ぶ
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
❾
伊
勢
湾
・
三
河
湾
流
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

⑤
④

③
①

②

⑨

⑥
⑦

⑧
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「中部圏広域地方計画」と「中部ブロックの社会資本整備重点
計画」におけるプロジェクトの記載レベルイメージ（事例）

中部圏強靱化実現プロジェクト(事例)

中部圏広域地方計画
リーディングプロジェクト

中部ブロックの社会資本整備重点計画
プロジェクト

■目的・コンセプト
南海トラフ地震の発生や局所化・集中化・激甚化した
降雨の頻発化など、様々な自然災害や巨大災害の発
生が想定される中、人的・物的被害を最小限に抑え、
被災後も迅速な復旧・復興が可能となる、災害に対し
て粘り強くしなやかに対応できる国土を構築する。

■具体的取組内容
（１）南海トラフ地震対策中部圏戦略会議の推進

• 南海トラフ地震対策中部圏戦略会議における、優先的
に取り組む連携10課題への取組の推進。

…
…

（５）中部圏-北陸圏２面活用によるレジリエンスの強化
• 「くしの歯ルート」となる緊急輸送道路を選定するととも
に、当該ルートの落石危険箇所の解消等、防災対策
を推進。

• 国際拠点港湾、重要港湾の防波堤の改良。
• …

(○) …

切迫する巨大地震・津波や大規模噴火に対するリスク
の低減プロジェクト（事例)

■課題と目指す姿
• 切迫する巨大地震・津波等の防災・減災対策は待っ

たなし。依然として不十分な耐震化の状況は被害拡
大の主要な要因

• 南海トラフ地震や首都直下地震等の巨大地震・津
波等が発生した場合に想定される被害を軽減

■重点施策
• 住宅、建築物、公共土木施設等の耐震化を推進。
• 最大クラスの津波に対して、ハード・ソフトの施策を

組み合わせた多重防御による津波災害に強い地域
づくりを推進。

• 最大クラスの津波に対して、ハード・ソフトの施策を
組み合わせた多重防御による津波災害に強い地域
づくりを推進。

• 火山噴火被害軽減のため、ハード・ソフト両面にわ
たる対策を推進。

目指すべき将来像を実現する社会資本
整備の視点で重点目標を立案

■主要取組（個別事業）
【既存施設の有効活用やソフト施策の推進】
・防災・減災計画の策定
【選択と集中の徹底】
<平成30年度までに事業が完了予定>
・○○耐震改良事業（H27工事中、H○年完了）
<平成32年度までに事業が完了予定>
・◇◇耐震化事業（H27工事中、H○年完了）
<平成30年代完了予定>
・○○○の地震･津波対策（H27工事着手）（○○市）
<完了時期未定>
・○○○○の改良（H27測量・設計中）（○○市）
【既存施設の集約・再編】
・更新にあわせた○○施設の改良（○○市）
・老朽化が著しい施設の撤去（代替機能を有する周辺
施設の活用）（○○市）

■期待されるストック効果

■重点施策の達成状況を測定するための代表的な指
標（KPI）

・個別施設ごとの長寿命化計画の策定率
（H26年度○%⇒H32年度○%）

広域地方計画の視点で戦略を立案
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